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ここで、 mi，Pi， qiはそれぞれ粒子tの質量、運動量及び座標を表す。ゆ(け=4E {(σ/r)12ー (σ/r)6}
(ε= 1，σ= 1)はLennard-J onesポテンシャルを表し、 σは粒子径を表し、 εはポテンシャルの強
さを決める。 αijは粒子t粒子j聞の相互作用の強さを表すパラメータである。異なる物性の粒子
は、 Lennard-Jonesポテンシャルのパラメータを選択することで表現することが出来る。以下、特
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